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　近
年
、
開
発
や
乱
獲
、
外
来

生
物
の
持
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、

生
物
多
様
性
が
世
界
規
模
で
危

機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　外
来
生
物
と
は
、
も
と
も
と

そ
の
地
域
に
は
生
息
し
な
か
っ

た
が
、
人
間
活
動
に
よ
り
他
の

外
来
生
物
の
取
り
扱
い

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

全
市
一
斉

水
辺
等
美
化
活
動

　身
近
な
水
辺
な
ど
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
、
「
全
市
一
斉
水

辺
等
美
化
活
動
」
を
実
施
し
ま

す
。
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日

　７
月
５
日
㈰

※
実
施
日
時
・
実
施
内
容
は
、

各
地
区
に
よ
り
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

各
地
区
の
回
覧
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
１

　ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
年

２
回
発
生
し
、
桜
や
ク
ル
ミ
、

桑
な
ど
を
好
ん
で
食
害
し
ま
す
。

　樹
木
の
所
有
者
は
、
防
除
期

間
を
目
安
に
樹
木
を
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

　被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所

有
者
が
責
任
を
も
っ
て
防
除
し
、

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
除
期
間
︵
点
検
時
期
︶

○
第
一
化
期

　６
月
上
旬
～
下
旬

○
第
二
化
期

　８
月
上
旬
～
下
旬

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か

ら
樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う

▼
点
検
方
法

　ふ
化
し
た
幼
虫
は
糸
を
吐
い

て
巣
を
作
り
、
１２
日
間
く
ら

い
群
集
し
て
い
ま
す
。
初
め

は
葉
脈
だ
け
残
し
て
食
害
す

る
の
で
、
被
害
を
受
け
た
葉

は
透
け
て
見
え
ま
す
。

▼
巣
の
処
分
方
法

　巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
幼

虫
ご
と
枝
を
切
り
取
り
、
踏

み
つ
ぶ
す
か
、
焼
却
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
薬
防
除

　虫
が
分
散
し
た
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
樹
木
に
登
録
の
あ

る
農
薬
を
使
用
し
、
濃
度
、

　使
用
量
、
回
数
や
散
布
時
期

な
ど
、
ラ
ベ
ル
の
説
明
文
を

よ
く
読
ん
で
適
正
な
使
用
方

法
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
散
布
は
風
の
な
い
時
間
帯
に

行
う
な
ど
十
分
な
配
慮
の
う

え
散
布
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
除
車
の
貸
し
出
し

　共
同
防
除
を
行
う
場
合
、
防

除
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。
環

境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
１
・
５
２
４
２

地
域
か
ら
入
っ
て
き
た
生
物
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　こ
の
う
ち
ア
レ
チ
ウ
リ
、
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
生
態
系

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
「
特
定
外
来
生
物
」
と
し
て

指
定
し
、
飼
養
、
栽
培
、
運
搬

な
ど
が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
取
り
扱
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
保
全
係

　内
線
５
２
４
８

廃
道
・
廃
水
路
敷
地
の

払
い
下
げ

　市
で
は
、
市
道
の
改
良
工
事

や
水
路
の
付
替
工
事
な
ど
で
、

道
路
や
水
路
と
し
て
の
機
能
を

喪
失
し
た
土
地
（
赤
線
・
青
線

を
含
む
）
を
、
隣
接
す
る
土
地

の
所
有
者
に
払
い
下
げ
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
廃
道
・

廃
水
路
敷
地
は
、
隣
接
す
る
土

地
と
一
体
的
に
利
用
す
る
こ
と

で
効
果
的
に
活
用
が
で
き
ま
す
。

　払
い
下
げ
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
相
談
（
払
い
下
げ
の
可

否
・
土
地
代
金
・
経
費
の
負
担

な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

管
理
課

　国
調
登
記
係

内
線
２
７
３
１
・
２
７
３
２
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　市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　飯
田
市
で
も
こ
の
収
益
金
を

活
用
し
て
、
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
地
球
温
暖
化

対
策
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
発
売
期
間

　７
月
８
日
㈬
～
３１
日
㈮

▼
抽
せ
ん
日

　８
月
１１
日
㈫

▼
当
せ
ん
金

○
１
等

　５
億
円

○
１
等
前
後
賞

　１
億
円
ほ
か

※
市
内
各
宝
く
じ
売
り
場
に
て

お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　財
政
課

　内
線
２
１
３
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

　「
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
が
欲
し
い
！
情
報

交
換
し
よ
う
！
」
と
い
う
集
い

を
開
催
し
ま
す
。

　ム
ト
ス
の
精
神
を
高
め
、
地

域
づ
く
り
や
市
民
活
動
、
さ
ま

ざ
ま
な
協
働
活
動
の
輪
を
広
め

ま
し
ょ
う
。

※
「
ム
ト
ス
」
と
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
「
～
を
し
よ
う

と
す
る
（
セ
ム
ト
ス
ル
）
」

と
い
う
自
発
的
な
意
志
力
を

表
し
た
、
飯
田
市
の
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
の
合
言

葉
で
す
。

▼
日
時

　７
月
４
日
㈯

　午
後
３
時
～
（
２
時
間
半
程

度
）

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

▼
内
容

　各
団
体
か
ら
の
事
業
紹
介
や

活
動
発
表
（
形
式
方
法
は
問

わ
ず
）
、
フ
リ
ー
交
流
タ
イ

出
会
い
新
た
に
！

ム
ト
ス
飯
田
交
流
会

　市
外
火
葬
場
で
火
葬
し
た
場

合
、
飯
田
市
斎
苑
火
葬
使
用
料

と
の
差
額
を
申
請
に
よ
り
補
助

（
上
村
・
南
信
濃
地
区
に
住
所

を
有
し
て
い
た
方
を
阿
南
斎
場

で
火
葬
し
た
場
合
１０
歳
以
上
は

４
万
２
千
円
、
１０
歳
未
満
は

３
万
１
千
５
百
円
）
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
左
記
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
点

　西
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
火
葬
場
、

阿
南
斎
場
、
下
伊
那
北
部
火

葬
場
の
い
ず
れ
か
の
火
葬
場

を
使
用
し
た
場
合
の
み
申
請

に
よ
り
２
万
円
を
補
助

　（
１０
歳
未
満
は
１
万
５
千
円
）

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
に
住
所

を
有
し
て
い
た
方
を
阿
南
斎

場
で
火
葬
し
た
場
合
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
変
更
年
月
日

　８
月
１
日
の
申
請
分
か
ら

▼
注
意
点

○
今
回
の
変
更
は
、
平
成
２９
年

３
月
３１
日
申
請
分
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
終
了
後
は
、

　上
村
・
南
信
濃
地
区
に
住
所

を
有
し
て
い
た
方
を
阿
南
斎

市
外
火
葬
場
利
用
補
助

金
の
変
更

場
で
火
葬
し
た
場
合
を
除
き
、

　補
助
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

○
７
月
３１
日
以
前
に
市
外
で
火

葬
さ
れ
た
方
で
も
、
８
月
１

日
以
降
の
申
請
は
、
変
更
前

の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　（
上
村
・
南
信
濃
地
区
に
住

所
を
有
し
て
い
た
方
を
阿
南

斎
場
で
火
葬
し
た
場
合
を
除

く
）

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
１

ム
、
軽
喫
茶
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
事

務
局
（
ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

　市
民
協
働
係
）

　内
線
５
４
３
３

　第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　公
正
で
適
正
な
整
備
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
計
画
す
る
事
業
者

（
法
人
）
を
公
募
し
選
定
す
る

た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
公
募
す
る
特
別
養
護
老
人

　ホ
ー
ム
な
ど
の
説
明
会

○
日
時

　７
月
１
日
㈬

　

　午
前
１１
時
～

○
場
所

　市
役
所
Ａ
２
０
３
会
議
室

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
な
ど
の
公
募
説
明
会

○
公
募
す
る
事
業
所

　（
平
成
２９
年
度
開
設
分
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

▼
公
募
す
る
地
域
密
着
型
事
業

所
の
説
明
会

○
日
時

　７
月
１
日
㈬

　午
後
１
時
３０
分
～

○
場
所

　市
役
所
Ａ
２
０
３
会
議
室

○
公
募
す
る
事
業
所

（
平
成
２８
年
度
開
設
分
）

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　Ｂ
圏
域
（
鼎
）

　Ｅ
圏
域
（
竜
丘
・
三
穂
・
川

　路
・
龍
江
・
千
代
）

　Ｇ
圏
域
（
上
村
・
南
信
濃
）

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護

　

・
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

※
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

は
、
整
備
圏
域
で
の
開
設
希

望
が
無
い
場
合
は
、
圏
域
外

で
の
建
設
も
可
能
と
し
ま
す

の
で
、
開
設
希
望
法
人
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
開
設
に
か
か
る
費
用
に
対
し

て
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
内
容
な
ど
の
詳
細
は
当
日
ご

説
明
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　長
寿
支
援
課

　長
寿
支
援
係

　内
線
５
７
５
１

　長
寿
支
援
課

　介
護
保
険
係

　内
線
５
７
６
１
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　ガ
ー
ナ
共
和
国
か
ら
高
校
生

が
飯
田
市
へ
滞
在
し
、
市
内
の

高
校
生
と
の
交
流
や
市
の
伝
統

文
化
や
環
境
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。

　ガ
ー
ナ
高
校
生
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
る
ご
家
庭
を
募
集
し

ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

　９
月
４
日
㈮
午
後
５
時
～

　６
日
㈰
午
後
４
時
３０
分
ま
で

▼
受
入
対
象

　セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
高
校

他
高
校
生
１
～
３
年
生
２０
人

※
各
家
庭
で
１
～
２
人

※
英
語
が
公
用
語

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
内
容

　

○
生
活
の
場
所
提
供

ガ
ー
ナ
高
校
生
受
入

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　応
急
手
当
の
基
礎
知
識
・
人

工
呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
、
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
救
命
の
た
め
の

応
急
手
当
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

　中
学
生
以
上

▼
日
時

　７
月
１１
日
㈯

　午
後
１
時
～
４
時
３０
分

▼
場
所

　鼎
公
民
館
４
階
和
室

▼
内
容

　

○
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
、
止
血
法
、
異
物
除

去
な
ど

○
救
急
講
話
（
水
の
事
故
防
止
、

熱
中
症
対
策
）

▼
定
員

　３０
人
（
先
着
順
）

普
通
救
命
講
習
会
と

救
急
講
話

　飼
い
主
の
皆
さ
ん
が
犬
を
正

し
く
理
解
し
、
必
要
最
低
限
の

ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　６
月
２８
日
㈰

　

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

▼
場
所

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
身
近
な
地
域
や
企
業
な
ど

で
消
費
生
活
に
関
し
て
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
啓
発
や
消
費
者

教
育
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
て
い
た
だ
く
消
費
生
活
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

長
野
県

　消
費
生
活
情
報

　ブ
ラ
ジ
ル
移
動
領
事
館
の
開

催
に
併
せ
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本

の
文
化
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　６
月
２７
日
㈯

　正
午
～
午
後
３
時

▼
場
所

　鼎
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
内
容

　本
場
の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
サ

ン
バ
や
、
地
元
演
奏
家
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
な
ど
を
予
定
。

※
事
前
申
込
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　

　飯
田
国
際
交
流
推
進
協
会
事

務
局

　（
男
女
共
同
参
画
課
内
）

　内
線
５
４
５
３

日
ブ
ラ
ジ
ル
外
交
関
係
樹

立

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
東
栄
町
）

▼
費
用

　１
０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
伊
動
物
愛
護
会

　　
（
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６

▼
申
込
期
間

　

　６
月
１５
日
㈪
～
３０
日
㈫

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　伊
賀
良
消
防
署

　救
急
係

０
２
６
５（
２
５
）０
１
１
９

○
食
事

　（
９
月
４
日
㈮
夜
、
５
日
㈯

終
日
、
６
日
㈰
朝
・
昼
）

※
３
日
間
で
受
入
１
人
当
た
り

６
０
０
０
円
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

▼
交
流
会

○
日
時

　９
月
６
日
㈰

　

　午
後
５
時
～

○
場
所

　飯
田
市
公
民
館

▼
説
明
会

○
日
時

　７
月
３０
日
㈭

　午
後
７
時
～

○
場
所

　飯
田
市
公
民
館

▼
申
込
方
法

　

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
国
際
交
流
推
進
協
会
事

務
局

　（
男
女
共
同
参
画
課
内
）

　内
線
５
４
５
３

○
長
野
県
内
に
お
住
ま
い
の
満

１８
歳
以
上
の
方
。

▼
活
動
内
容

○
地
域
や
職
場
な
ど
で
の
自
主

的
な
情
報
提
供
や
啓
発
活
動

○
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓

口
へ
の
誘
導

○
地
域
に
お
け
る
消
費
者
被
害

防
止
見
守
り
活
動
へ
の
参
加
、

協
力

○
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
へ
の
参
加

※
経
験
に
応
じ
て
消
費
者
教
育

な
ど
の
講
師
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
日
程
な
ど
詳
細

は
、
後
日
応
募
さ
れ
た
方
へ

通
知
し
ま
す
。

▼
任
期

　

　平
成
２８
年
３
月
３１
日
㈭
ま
で

※
辞
退
届
の
提
出
が
な
い
限
り
、

翌
年
度
も
更
新
し
ま
す
。

　

▼
募
集
締
切

　７
月
６
日
㈪

　

▼
申
込
方
法

　

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０
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　人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
税

務
署
や
国
税
局
で
勤
務
す
る
税

務
職
員
（
平
成
２８
年
４
月
１
日

採
用
予
定
）
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

▼
試
験
の
程
度

　高
等
学
校
卒
業
程
度

▼
受
験
資
格

①
平
成
２７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成
２８

年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み

の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

税
務
職
員
（
国
家
公
務

員
）
採
用
試
験

　７
月
１
日
か
ら
「
飯
田
市
空

家
等
の
管
理
及
び
活
用
に
関
す

る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　条
例
で
規
定
す
る
組
織
と
し

て
、
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

や
法
に
基
づ
く
命
令
や
措
置
を

行
う
場
合
の
意
見
を
聴
く
た
め

の
飯
田
市
空
家
等
審
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件

　空
家
行
政
に
一
定
の
理
解
が

あ
る
こ
と

▼
募
集
人
員

　若
干
名

▼
報
酬
な
ど

　規
定
の
報
酬
お
よ
び
旅
費
を

支
給
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　所
定
の
応
募
用
紙
と
空
家
に

関
す
る
意
見
を
６
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
持
参
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
な

ど
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
ム
ト
ス
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
窓
口
に
あ
る

も
の
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

飯
田
市
空
家
等
審
議
会

委
員
の
公
募

▼
応
募
締
切

　７
月
６
日
㈪
（
必
着
）

▼
選
考
結
果

　応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　大
久
保
町
２
５
３
４
番
地

　ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　内
線
５
４
３
２

０
２
６
５（
２
４
）４
５
１
１

m
utosu@

city.iida.nagano.jp

準
ず
る
と
認
め
る
者

▼
申
込
方
法
な
ど

　原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
入
力
。

http://w
w
w
.jin
ji-shiken

.

go.jp/ju
ken
.htm

l

○
受
付
期
間

　６
月
２２
日
㈪
午
前
９
時
～

　７
月
１
日
㈬
（
受
信
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
郵
送

ま
た
は
希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各

地
方
事
務
局
に
受
験
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　６
月
２２
日
㈪
～
２４
日
㈬

※
６
月
２４
日
ま
で
の
通
信
日
付

印
有
効

▼
第
１
次
試
験

○
試
験
日

　９
月
６
日
㈰

○
合
格
者
発
表
日

　１０
月
８
日
㈭

▼
第
２
次
試
験

○
試
験
日

　

　１０
月
１４
日
㈬
～
２３
日
㈮
の
間

で
、
第
１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日

○
最
終
合
格
者
発
表
日

　１１
月
１７
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　人
事
院
人
材
局
試
験
課

０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

　内
線
２
３
３
２

○
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ

　関
東
信
越
国
税
局

　人
事
第
二
課
試
験
係

０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

　内
線
２
０
９
７

　飯
田
税
務
署
総
務
課

０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
５

　音
声
案
内
２
番

　９
月
８
日
実
施
の
調
理
師
試

験
の
準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
準
備
講
習
会

○
日
時

　８
月
２６
日
㈬
・
２７
日
㈭

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料

　２
万
７
０
０
０
円

○
申
込
方
法

　願
書
提
出
時
に
併
せ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
採
用
試
験 

申
し
込
み

飯
田
市
空
家
等
審
議
会

○
持
ち
物

受
講
票
、
テ
キ
ス
ト
、
問
題

集
、
筆
記
用
具
、
昼
食

▼
願
書
の
提
出

　

○
期
間
・
時
間

　７
月
７
日
㈫
～
９
日
㈭

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
場
所

　飯
田
合
同
庁
舎
５
階

　５
０
１
号
会
議
室

○
持
ち
物

　

　受
験
願
書
、履
歴
書
、調
理
業

務
従
事
証
明
書
、
写
真
（
名

刺
判
、
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ

可
）、
受
験
料
６
２
０
０
円

※
願
書
は
、
事
前
に
飯
田
保
健

福
祉
事
務
所
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

▼
調
理
師
試
験
日
時

　９
月
８
日
㈫

　午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所

　飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
合
格
発
表

　１０
月
８
日
㈭

　午
前
９
時
か
ら
飯
田
保
健
福

祉
事
務
所
に
掲
示
。
後
日
、

　本
人
あ
て
に
郵
送
。

　

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　食
品
・
生
活
衛
生
課

０
２
６
５
（
５
３
）
０
４
４
６

調
理
師
試
験
に
伴
う

準
備
講
習
会
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　下
伊
那
の
城
郭
と
地
名
を
学

ぶ
講
座
の
第
７
弾
、
今
回
は
大

島
城
（
台
城
）
の
歴
史
と
地
名

の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　「
大
島
城
跡
～
城
の
歴
史
と

城
下
の
地
名
～
」

▼
日
時

　７
月
４
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

伊
那
谷
地
名
講
座

　目
の
不
自
由
な
方
々
の
た
め

に
録
音
図
書
（
声
の
本
）
を
作

成
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
声
の
輪
が
三
茶
の
会

（
三
軒
茶
屋
）
の
皆
さ
ん
と
朗

読
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　一
般
（
中
学
生
以
上
）

▼
日
時

　６
月
２５
日
㈭

　午
後
１
時
３０
分
開
演

　（
午
後
４
時
４０
分
頃
終
了
予

定
）

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

　点
訳
の
基
礎
と
し
て
、
５０
音

か
ら
記
号
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

な
ど
を
学
び
ま
す
。
手
打
ち
の

点
訳
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
点

訳
も
行
っ
て
い
ま
す
。
点
訳
を

基
礎
か
ら
学
ん
で
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　点
訳
に
興
味
の
あ
る
方

▼
期
間

　７
月
９
日
・
１６
日
・
２３
日
・

３０
日
の
木
曜
日
、
８
月
３
日

㈪
（
全
５
回
）

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
２
階

　

　機
器
研
修
室

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座

　県
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以

上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
が
創
作

し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
品
募
集
部
門

　日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
手

工
芸
・
書
・
写
真

※
出
品
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た

未
発
表
の
も
の
で
、
１
人
１

作
品
。

▼
申
込
方
法
・
締
め
切
り

　出
品
票
を
、
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
（
飯
田
合
同
庁
舎

内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
締
切

　

　７
月
３１
日
㈮

※
出
品
票
は
、
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
ま
た
は
市
役
所
長
寿

支
援
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
作
品
搬
入

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
搬
入
日

　

　８
月
１９
日
㈬
、
２５
日
㈫

▼
表
彰

　県
知
事
賞
各
部
門
１
点
ほ
か

各
種
表
彰

▼
展
示
会
場
・
期
間

　千
曲
市
総
合
観
光
会
館

　

　９
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

高
齢
者
作
品
展

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー

０
２
６（
２
２
６
）３
７
４
１

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　福
祉
課

　社
会
係

０
２
６
５（
５
３
）０
４
１
０

▼
定
員

　１０
人

▼
参
加
費

　６
５
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　７
月
１
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

　障
が
い
者
の
方
の
自
立
支
援

に
向
け
、
自
宅
で
も
作
れ
る
料

理
を
学
ぶ
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
障
が
い
者
の
方

で
、
自
宅
で
料
理
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
方

▼
期
間

　７
月
～
３
月

　（
月
１
回
／
全
９
回
）

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

　
　

○
第
１
教
室

　毎
月
第
３
火
曜
日

○
第
２
教
室

　毎
月
第
３
金
曜
日

障
が
い
者
の
た
め
の

料
理
教
室

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階

　調
理
実
習
室

▼
定
員

　

　各
教
室
１０
人

▼
参
加
費

　材
料
費
実
費

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　７
月
１０
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講
師

　酒
井
幸
則
さ
ん

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

三
茶
の
会
と
声
の
輪

合
同
朗
読
会
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　伊
那
谷
の
自
然
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
地
質
講
座

○
テ
ー
マ

　活
断
層
調
査
か
ら
わ
か
っ
た

こ
と
―
伊
那
谷
断
層
帯
他
―

○
日
時

　７
月
４
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

○
講
師

　近
藤
久
雄
さ
ん

　（
産
業
技
術
総
合
研
究
所

　

活
断
層
・
地
震
研
究
セ
ン
タ

ー
）

▼
生
物
講
座

○
テ
ー
マ

　草
原
と
日
本
人

○
日
時

　７
月
１８
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

○
講
師

　須
賀
丈
さ
ん

　（
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
）

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
座

電
子
顕
微
鏡
観
察
教
室

　小
さ
な
世
界
の
魅
力
と
不
思

議
を
探
り
ま
す
。

▼
日
時

○
７
月
５
日
㈰

・
午
前
１１
時
～
正
午

・
午
後
２
時
～
３
時

○
７
月
１９
日
㈰

・
午
前
１１
時
～
正
午

・
午
後
２
時
～
３
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

※
申
込
不
要
で
す
が
、
展
示
観

覧
券
が
必
要
で
す
。

　

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　粘
土
で
土
器
を
作
り
、
乾
燥

さ
せ
た
あ
と
に
野
焼
き
を
し
ま

す
。
縄
文
人
に
負
け
る
な
！

▼
日
時

　７
月
１２
日
㈰

　午
前
９
時
３０
分
～
正
午

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
対
象

　小
学
生
以
上

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員

　２０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
材
料
費

　８
０
０
円

　（
大
人
・
小
人
と
も
）

縄
文
土
器
を
つ
く
っ
て

み
よ
う

　農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

農
地
相
談

※
竜
丘
会
場
で
は
、
川
路
地
区

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
鼎
・
上
村
・
南
信
濃
地
区
は

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
い
方
は
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
日
時
・
場
所
に
つ
い

て
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
７
月
１
日
㈬

　下
久
堅
・
龍
江

○
７
月
６
日
㈪

　伊
賀
良

○
７
月
７
日
㈫

　山
本

○
７
月
８
日
㈬

　竜
丘

▼
場
所

　

　開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
下
久
堅
地
区
は
下
久
堅
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

※
入
館
料
は
別
途
必
要

▼
申
込
方
法

　住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

▼
申
込
締
切

　７
月
５
日
㈰
（
必
着
）

▼
野
焼
き
の
日
程

　

　１０
月
２４
日
㈯
（
予
定
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko@
iida-m

useum
.org

　重
要
文
化
財
「
落
葉
」
の
た

め
に
春
草
が
描
い
た
「
落
葉
ノ

ー
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。
「
落

葉
」
は
、
途
中
ま
で
描
い
た
作

品
を
未
完
の
ま
ま
中
断
し
、
わ

ず
か
１０
日
ほ
ど
で
描
き
直
し
て

展
覧
会
に
出
品
し
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
の
制
作
過
程
の
秘
密

を
、
新
出
資
料
「
落
葉
ノ
ー

ト
」
か
ら
ひ
も
と
き
ま
す
。

春
草
講
座

　第
２
講

▼
テ
ー
マ

　「
考
察 

落
葉
ノ
ー
ト
」

▼
日
時

　７
月
８
日
㈬

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　小
島
淳

　（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

※
申
込
不
要
。
時
間
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
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野戦砲兵第十八連隊第十二中隊写真：平成１５年寄贈

平和祈念館資料室が移転・開館します平和祈念館資料室が移転・開館します

市民の皆様から寄贈・寄託いただいた戦争

に関する資料を収蔵している平和祈念館資料

室が、時又ふれあいセンターから飯田市公民

館４階に移転し開館します。

飯田市教育委員会・平和資料収集委員会で

は、戦争と平和に関する資料および資料に関す

る情報を収集し、後世に伝えていくために大切

に整理保管しています。戦争に関する資料をお

持ちで、寄贈や情報提供をしていただける方は

ぜひご連絡・ご協力ください。

戦争に関する歴史資料をお寄せください

生涯学習・スポーツ課　　内線３７４２

問い合わせ・事前申し込み

開館日の１０：００、１３：００、１５：００に、平和資料収

集委員会プロジェクトの皆さんによる資料説明を行

います。

※開館後は２か月に１度開館日を

設けます。

また、開館日以外の日でも３日前までに

事前申し込みをいただければ見学できます。

今後の開館日

資 料 説 明

移 転 場 所

９月６日（日）、１１月８日（日）

飯田市公民館４階 図書室内

７月５日（日） 開館
１０：００～１６：００

入館料

無料
入館料

無料

　親
子
や
夫
婦
関
係
問
題
、
借

家
土
地
問
題
、
サ
ラ
金
、
虐
待

な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

　人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

○
日
時

　７
月
５
日
㈰

　午
前
９
時
～
正
午

○
場
所

　松
尾
公
民
館

▼
女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所

○
日
時

　７
月
１１
日
㈯

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

※
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
毎

週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

内　飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

毎月１９日は 『食育の日』毎月１９日は 『食育の日』毎月１９日は 『食育の日』
６月は食育月間です。

朝ごはんは一日のリズムを作ります

朝ごはんは健康な体をつくります

朝ごはんは脳と体の「やる気」をおこさせます

イライラしたり、勉強や仕事に集中できない。
体温 も上がりにくく、動くのがおっくう。
朝ごはん抜きで、こんな日々を過ごされている方はいませんか？
目覚めの一食が一日のリズム作りや、脳や身体の活動源とし
て大切になります。
いつもよりちょっと早起 きして『朝ごはん』を食べましょう！

毎日食べよう朝ごはん！！

問い合わせ／保健課食育担当　内線５３０３

いいだ食育▼飯田市ウェブサイトで検索
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住宅改修（耐震改修・バリアフリー改修・省エネルギー改修）を行い、次の要件に該当するとき

は、申告により固定資産税が一定期間減額します。

なお、耐震改修・バリアフリー改修・省エネルギー改修は、市建築課が現地で基準確認をして証

明書の発行を行いますが、固定資産の減額申請の際は、税務課職員が再度、現地確認を行います。

住宅改修後の固定資産税の減額について
◆申告・問い合わせ　税務課　資産税家屋係　内線５１７５～５１７７・５１８９

※住宅の耐震改修、バリアフリー改修、省エネルギー改修は所得税の住宅ローン減税の対象に該当する場合があります。
詳しくは飯田税務署（　　　０２６５-２２-１１６７）へお問い合わせください。

耐
震
改
修

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

要

　　　
件

減額
内容

要

　
　
　
　
件

注意
事項

注意
事項

申告
期限

減
額
期
間

必
要
書
類

必
要
書
類

減額
内容

減額
期間

申告
期限

要

　
　
　
　
件

注意
事項

必
要
書
類

減額
内容

減額
期間

申告
期限

※要件に記載した期間以前に改修工事をされた場合でも減額となる場合がありますので、税務課資産税家屋係までお問い合わせください。

●バリアフリー改修、省エネルギー改修に対する減額との併用はできません。
●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●耐震改修住宅に対する減額との併用はできません。  ※省エネルギー改修住宅に対する減額との併用はできます。
●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●耐震改修住宅に対する減額との併用はできません。  ※バリアフリー改修住宅に対する減額との併用はできます。
●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●昭和５７年１月１日以前に建築された住宅
●平成２７年１月１日～平成２７年１２月３１日の間に、改修
工事が完了した住宅
●現行の耐震基準に適合する耐震改修
●耐震改修費用が５０万円超

改修家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資産
税額を２分の１に減額

耐震改修工事完了後３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●耐震基準に適合した住宅であることの証明書の写し
（市役所※、建築士、指定確認検査機関、または指定
住宅性能評価機関が発行したもの）
※住宅耐震改修補助事業を受けている方
●耐震改修に要した費用の領収書の写し

●平成１９年１月１日以前に建築された住宅
●平成２７年１月１日～平成２８年３月３１日の間に、
次のいずれかの改修工事が終了した住宅
・廊下の拡幅　・階段のこう配の緩和　・浴室の改良
・トイレの改良　・手すりの取り付け　・床の段差の解消
・引き戸への取り換え　・床表面の滑り止め

●次のいずれかの方が居住する既存の住宅
（賃貸住宅を除く）
・６５歳以上の方
・障害者手帳をお持ちの方
・要介護認定または要支援認定を受けている方

●改修費用から補助金などを差し引いた自己負担額が
５０万円超（増築・改築などの費用は含まれません）

●平成２０年１月１日以前に建築された住宅

●平成２７年１月１日～平成２８年３月３１日の間に、
改修工事が終了した住宅

●対象となる省エネルギー改修要件
（１）次の①の工事、または①とあわせて行う②の工事
①窓の断熱改修工事（必須）
②床、天井または壁の断熱改修工事

　　（２）改修部位が、現行の省エネ基準に新たに適合すること

●省エネ改修工事費用が５０万円超
（増築・改築などの費用は含まれません）

改修家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資産
税額を３分の２に減額

省エネルギー改修工事完了３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●省エネルギー基準に適合した住宅であることの証明
書（建築士、指定確認検査機関または指定住宅性能
評価機関が発行したもの）の写し
●省エネルギー改修に要した費用の領収書の写し

改修家屋全体の床面積１００㎡相当分までの固定資産
税額を３分の２に減額

改修工事が完了した年の翌年度（工事完了の日が１月
２日～３月３１日の間の場合は翌々年度）

改修工事完了後３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●改修工事の明細書の写し
●改修前、改修後の写真および平面図の写し
●バリアフリー改修に要した費用の領収書の写し

改修工事が完了した年の翌年度（工事完了の日が１月２日
～３月３１日の間の場合は翌々年度）。ただし通行障害既存
耐震不適格建築物※であった住宅については２年度。
※地震によって倒壊した場合に道路通行を妨げ、多数の者の円滑な避

難を困難とする建築物で、都道府県耐震改修促進計画等に記載された

道路にその敷地が接するもののうち耐震基準を満たしていない建築物

改修工事が完了した年の翌年度（工事完了の日が１月
２日～３月３１日の間の場合は翌々年度）
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知識ゼロでも大
丈夫！

　　　繁盛店開業
の秘訣とは！？

知識ゼロでも大
丈夫！

　　　繁盛店開業
の秘訣とは！？

平成２７年度　南信地域創業セミナー 起業に関心のある方はお気軽に
ご参加ください。

㈱アチーブメントストラテジー社

代表　富田英太さん

店舗売上改善、黒字化経営
のスペシャリストとして多く
の指導実績を持つ。現在、開
業初心者に向けたコンサル
ティングを実施しているほ
か、店舗経営者の黒字化支援活動や起業支援
にも力を注いでいる。
著書 「知識ゼロでもできる繁盛店０円開業法」
他

■講師紹介

飯田商工会館１階　商店街交流ホール
（常盤町４１番地 ）

富田英太さん　㈱アチーブメントストラテジー社代表

    ０２６５（５９）７１６１　（金融政策課）

６月３０日（火）

場　所

講　師

申し込み

申込締切

日　時 ７月４日（土）、　５日（日）
１０：００～１６：００ （途中休憩１時間）

受講料

無料

愛のはがき募金愛のはがき募金愛のはがき募金

中学生対象講話会

内閣総理大臣メッセージ伝達式・公開ケース研究会

地区講演会

小中学校作文コンテスト

ミニ集会

７月１日（水）～８月３１日（月）

７月をこの運動の強調月間として、下記の活動を行います。ご協力をお願いします。

受付期間

市役所本庁舎、りんご庁舎、
お近くの自治振興センター
市内５地区公民館

（橋北・橋南・羽場・丸山・東野）

受付窓口

第６５回

皆さまから寄せられた募金は、犯罪

や非行のない地域づくりのために、

社会を明るくする運動の事業や、更

生保護団体などの活動に活用いたし

ます。皆様の御協力をお願いします。

７月をこの運動の強調月間として、下記の活動を行います。ご協力をお願いします。７月をこの運動の強調月間として、下記の活動を行います。ご協力をお願いします。

６５回“社会を明るくする運動”“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

■問い合わせ／福祉課　厚生係　内線５７１３

強調月間強調月間

①犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くための取組を進めよう

②犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

「出所者等の事情を理解した上で雇用する企業の数を増やすこと」

「帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻る人の数を減らすこと」

■日時／６月３０日（火）　午後１時３０分～　　　■場所／高陵中学校

■日時／７月８日（水）　午後６時３０分～　　　■場所／龍江公民館

■日時／７月２４日（金）　午後７時～　　　■場所／橋北公民館
■講師／湯澤正農夫 先生

■８月３１日（月）までに学校を通じて
推進委員会事務局（市福祉課）へ提出してください。

■各地区にて随時開催

行動目標行動目標

重点事項重点事項

強
調
月
間
の
主
な
行
事

強
調
月
間
の
主
な
行
事

強
調
月
間
の
主
な
行
事

社会を明るくする運動の
詳細については、
飯田市ウェブサイトに
掲載しております。

社会を明るくする運動の
詳細については、
飯田市ウェブサイトに
掲載しております。
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市民意識調査結果の概要市民意識調査結果の概要
■問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　内線２３１２■問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　内線２３１２

市民意識調査は、市民の皆さんの生活実態、意向、意識、市政への関心度などを把握するために、

平成１９年度から毎年実施しているもので、平成２６年度で８年目となります。主な項目についての結果

とこれまでの推移の詳細は次のとおりです。

この調査結果は、市の基本構想基本計画の進行管理や市政運営の基礎資料として活用していきます。

全調査結果（３５問）は、広報情報課広報広聴係にお問い合わせいただくか、市ウェブサイトに掲載して

ありますので、ぜひご覧になってください。

○調査対象：市内にお住まいの
　　　　　　　　　　　　満２０歳以上 の男女

○対　象　数：２,０００人

○調査時期：平成２７年２月

○回収結果：有効回収数　９７５人
　　　　　　　　　　　　（回収率　 ４８.８％）

※医療体制や支援サービスが充実しているなど

子どもを産みやすい社会環境（※）であると感じて
いる対象者の割合　（２０～４９歳に限定 ）

子どもを産み、育てやすい環境の充実

スポーツの振興
ウォーキングやスポーツを行っている市民の割合

文化芸術の振興・学習交流活動の推進
文化芸術活動・学習活動を行っている市民の割合

人形劇フェスタ、オケ友音楽祭や伊那谷文化芸術祭など市
民の皆さんと協働で取り組んでいる事業に代表されるよう
に、市民参加の意識が高く、飯田の特徴となっています。

特に若年層のスポーツ実施率が低迷しています。いつでも、
だれでも、気軽に取り組むことができるウォーキングやニュー
スポーツなどの普及・啓発活動を行っていきます。

市立病院に周産期センターが完成（Ｈ２６.１）し、この地域で
安心して子どもを産みやすい社会環境の整備を行いました。
保育料の軽減の継続や「こども家庭応援センター」開設

（Ｈ２７.７）など、さらに子育て支援施策の充実を図っていきます。

調 査 概 要
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飯田市  市民意識調査

地域医療の充実 高齢者福祉の推進
かかりつけ医を持つ市民の割合 いきいき暮らせている高齢者の割合（６５歳以上に限定）

家庭教育の充実 居住基盤の向上
地域の行事や活動に親子（小中学生まで）で参加し
ている割合　（子を持つ世帯に限定）

居住基盤の満足度

市民参画による協働の推進
協働のまちづくりが進められていると感じている市
民の割合

災害対策の推進
市民が災害に備えている割合

公民館活動をはじめ、獅子舞など伝統文化の伝承など、地区
や集落単位の活動が活発に行われています。幼いころから地
域との関わりを持つことで、ふるさとへの愛着も生まれます。

地域の防災意識は、東日本大震災後をピークに微減傾向で
す。今後も、自主防災リーダーの養成の充実、消防団活動の強
化・充実を図っていきます。

平成２６年度は、「ムトス飯田」が３０周年の節目の年でした。
ムトスとは、飯田の地域づくりの合い言葉です。ムトスの精神
で各地区では、特徴ある取り組みが進められています。

居住基盤は、水道、下水道、電気、ガス、電話、ＴＶなどを対
象としています。さらなる満足度向上に努めるとともに、それ
を維持していくことも課題です。

飯伊地区包括医療協議会を中心に、１次医療（軽度疾病に
対する医療機関）、２次および３次医療（診療所で扱えない入
院、手術ができる医療機関）の充実を図っています。

地域健康ケア計画に掲げる「市民総健康」「生涯現役」を
めざし、高齢になっても住み慣れた地域で安心していきいきと
暮らせるための支援を引き続き行います。
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市民意識調査結果の概要市民意識調査結果の概要
■問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　内線２３１２■問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　内線２３１２

市民意識調査は、市民の皆さんの生活実態、意向、意識、市政への関心度などを把握するために、

平成１９年度から毎年実施しているもので、平成２６年度で８年目となります。主な項目についての結果

とこれまでの推移の詳細は次のとおりです。

この調査結果は、市の基本構想基本計画の進行管理や市政運営の基礎資料として活用していきます。

全調査結果（３５問）は、広報情報課広報広聴係にお問い合わせいただくか、市ウェブサイトに掲載して

ありますので、ぜひご覧になってください。

○調査対象：市内にお住まいの
　　　　　　　　　　　　満２０歳以上 の男女

○対　象　数：２,０００人

○調査時期：平成２７年２月

○回収結果：有効回収数　９７５人
　　　　　　　　　　　　（回収率　 ４８.８％）

※医療体制や支援サービスが充実しているなど

子どもを産みやすい社会環境（※）であると感じて
いる対象者の割合　（２０～４９歳に限定 ）

子どもを産み、育てやすい環境の充実

スポーツの振興
ウォーキングやスポーツを行っている市民の割合

文化芸術の振興・学習交流活動の推進
文化芸術活動・学習活動を行っている市民の割合

人形劇フェスタ、オケ友音楽祭や伊那谷文化芸術祭など市
民の皆さんと協働で取り組んでいる事業に代表されるよう
に、市民参加の意識が高く、飯田の特徴となっています。

特に若年層のスポーツ実施率が低迷しています。いつでも、
だれでも、気軽に取り組むことができるウォーキングやニュー
スポーツなどの普及・啓発活動を行っていきます。

市立病院に周産期センターが完成（Ｈ２６.１）し、この地域で
安心して子どもを産みやすい社会環境の整備を行いました。
保育料の軽減の継続や「こども家庭応援センター」開設

（Ｈ２７.７）など、さらに子育て支援施策の充実を図っていきます。

調 査 概 要
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飯田市  市民意識調査



飯田市の人口（５/１現在）■人口＝１０４,３８６人（前月比＋１０２）男４９,９３６人／女５４,４５０人  ■世帯数＝３９,５０８世帯（前月比＋１５０）

ケーブルテレビ音声告知サービス

飯田エフエム放送

市からの
情報

放 送 時 間

６：００　１２：１５　１５：００　１９：３０

チャンネルチャンネル

チャンネルチャンネル

放　送　日 放　送　時　間　（主な放送時間）

９：３０～
１９：３０～

１２：００～
２２：３０～

１８：３０～

９：３０～
１９：３０～

１２：００～
２１：３０～

１８：３０～
２２：３０～

■ 安心ほっとライン
　 ○定時に自動的に音声でお知らせします。

■ テレビ広報
　 ○飯田市の政策や行事などを紹介します。

チャンネルチャンネル

市議会開会中は、
議会中継を放映します。

◎データ放送１２チャンネ
ルで配信している情報
メニューは次の通りです。

・お知らせ

・緊急情報

・ケーブルテレビ情報

・暮らしの情報

・コミュニティ情報

・南信州新聞社ニュース

・ごみの収集日カレンダー

・お知らせポスト

◎放送内容は次の通りです。
・市からのお知らせ  ・地域からのお知らせ
・企業、団体などからのお知らせ  ・火災、防災情報  ・緊急地震速報
・お悔やみ情報  ・休日当番医  ・農産物市況情報　など

（結チャンネル）

（※）

月～金曜日／７：１０～、８：５３～、１２：５３～、
１６：５３～、１８：５３～

ＦＭＦＭ

■ 広報いいだの風　【飯田市からのお知らせ】

月～木曜日
■ かざこし歳時記　【飯田市企画番組】

土曜日／１１：５３～

※１２：４０～１２：５３、１６：４０～１６：５３（再）は第５週の
放送はありません。

※安心ほっとラインは
専用の機器を設置して、
月 ５々１５円の利用料金で
ご利用できます。
　　　（問・　　５２-５４０６まで）

かわらんべだより・かざ
こし子どもの森公園通信

かわらんべ、かざこし子どもの森公園の
イベント情報

７月２０日～２４日

７月２５日～２６日

「かざこし歳時記」 　７月番組表「かざこし歳時記」 　７月番組表

★６：４５～７：００、 １９：４５～２０：００（再）

★１２：４０～１２：５３、 １６：４０～１６：５３（再）

◎市議会報告は４月・７月・１０月・１月に放送

月

火

水

木

市役所通信

小中学校へＧＯ！

いいだ、文化の風

キッズボイス！

市役所各課からのお知らせ

市内の小中学校生徒たちの取り組みを紹介

文化会館・美術博物館・図書館からのお知らせ

市内の保育園の子どもたちの様子をお届け

第１月 公民館の輪 各地区の公民館活動やサークルの紹介

第２月 いいだ・め組通信 消防署・消防団からのお知らせ

第３月 くらしと環境 市民生活に関係する環境情報を発信

第４月 市民の生活パトロール 市民の安全に関する情報番組

第１火 飯田ぶらり旅 飯田の観光情報を発信

第２火 大好き！農業 農業関係した活動の紹介

第３火 ムトスの街・地場産業ＮＯＷ ムトス助成事業等や地場産業の紹介

第４火 アフタヌーンカフェ裏界線 市長が飯田市の旬な話題をお届けします

第１水 広報いいだ ラジオ特集 広報いいだ１日号の紹介

第２水 伊那谷の（自然・歴史）探訪 伊那谷の歴史や自然を紹介

第３水

第４水 動物園だより イベントや動物の旬の話題を紹介

第１木 子育て大好き！ 子育てに関する情報番組

第２木 市立病院 養生訓 市立病院の先生による養生訓のラジオ版

第３木 スマイルライフ 福祉・長寿支援事業に関する番組

第４木 健康いいだ 健康に関する番組

放送曜日 番　組　名 内　　　容

放送曜日 番　組　名 内　　　容

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談
毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
子育て支援課
内線５３０２

教 育 相 談
毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

市役所Ａ棟３階
教育相談室
内線３７２１

行 政 相 談
７月１４日㈫
１３：００～１６：００

市役所Ａ棟１階
総務文書課
内線２１１１

結 婚 相 談

さんとぴあ飯田

※本人の相談が原則
※本人確認ができる
書類と写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

こころの相談日
７月１３日㈪
７月２７日㈪

１３：３０～、１５：００～
りんご庁舎３階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家 族の相 談

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田
飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

市役所Ａ棟２階
男女共同参画課
内線５４５５

教 育 相 談
（発達・就学相談）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
子育て支援課
内線５３４２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ 飯 田 まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

休
日

平
日

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

悩みごと
毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

市役所Ａ棟１階
子育て支援課
内線５７３９

法律相談
７月２１日㈫
１３：３０～１６：３０

市役所Ａ棟２階
男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

特別相談
（法律的）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

一般相談
毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

巡回労働相談
毎月第３水曜日
１０：３０～１５：３０

飯田勤労者
福祉センター

産業振興課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

ポルトガル語

タガログ語
英 語

外
国
語
相
談 中 国 語

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

の

相

談

女
性
の
た
め

心

配

ご

と

相

談

さんとぴあ飯田

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター成年後見相談

高齢者の介護
予防や生活の
相談

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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